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1. 沿革 
 
昭和 24.  5 国立学校設置法（法律第１５０号）の公布により旧制の徳島師範学校，徳島 

青年師範学校，徳島医科大学，徳島医学専門学校，徳島高等学校，徳島工業 
専門学校を包括し，学芸学部，医学部，工学部の３学部で構成する新制の国 
立徳島大学として発足 附属図書館は，学芸学部図書分館，医学部図書分館， 
工学部図書分館として発足 

     26.  4 国立学校設置法の一部改正（法律第８４号）により薬学部設置（工学部製薬 
工業科から独立），工学部図書分館を併用 

   27．  5 附属図書館（本館）設置，学芸学部図書分館，工学部図書分館を併せて常三 
島分館，医学部図書分館を蔵本分館と改称 

     34． 4 本館事務機構を総務係から総務係，図書係に改組 

     37． 3 蔵本分館書庫新築完成 
2 蔵本分館事務室新築完成      38． 

4 薬学部関係図書を常三島分館から蔵本分館へ移転 

     43． 3 常三島分館廃止（本館に包括） 

     44． 11 蔵本分館事務機構を事務室から受入係，運用係に改組 

     46． 3 常三島地区に本館新築完成 

3 本館書庫を４層から５層に１層増設完成      53． 

10 蔵本分館事務機構を受入係、運用係から受入係、整理係、運用係に改組 
     54．   3 蔵本分館増築完成 

     55．   4 本館事務機構を総務係，整理係，運用係から総務係，受入係，整理係，運用 
係に改組 

     58．   4 蔵本分館事務機構を受入係，整理係，運用係から受入係，整理係，運用係， 
情報調査係に改組 

     59．   4 情報処理センター（現，高度情報化基盤センター）電算機システムによりオ 
ンラインによる閲覧業務開始 

     60． 3 本館増築完成 

2 附属図書館専用電子計算機を導入 平成  2． 

  2 学術情報センター（現，国立情報学研究所）総合目録ネットワークに参加 

  4 附属図書館事務部に部課制を設置，事務機構を情報管理課５係（総務，図書 
情報，雑誌情報，分館資料情報，分館目録情報），情報サービス課３係（情 
報サービス，学術情報，分館情報サービス）に改組 

4 情報管理課に図書館専門員設置 

3. 

4 ＯＰＡＣ（オンライン蔵書検索システム）運用開始 
  4 事務機構を情報管理課４係（総務，図書情報，雑誌情報，分館資料情報）， 

情報サービス課４係（情報サービス，学術情報，分館情報サービス，分館情 
報調査）に改組 

  4 学術情報センターＩＬＬ（図書館間相互貸借）システムによるサービス開始 

4. 

  4 土曜開館実施 

5.   7 目録システム地域講習会を徳島大学附属図書館で開催 

  2 附属図書館専用電子計算機更新 

  7 ＣＤ－ＲＯＭ（ＭＥＤＬＩＮＥ）ネットワークサービス開始 

  9 蔵本分館（東館）増築完成 

6. 

  9 本館時間外開館時間延長 

7.   9 蔵本分館試験期時間外開館時間延長 

8.   3 自己点検評価報告書刊行 

  1 本館学術雑誌閲覧室設置 9. 

  2 ＵＮＩＸ版図書館電算機システム導入 
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  4 「徳島大学附属図書館インターネットによる広報実施要項」を施行 

  4 附属図書館ホームページ開設 

  4 貴重書高精度画像データベース公開（伊能図・古絵図の高精細画像データベ 
ース化） 

  4 CA on CD,CI on CD ネットワークサービス開始 

  4 図書自動貸出装置導入 

  4 マルチメディア・プラザ設置（本館） 

  7 無料電子ジャーナルサービス開始 

     10. 

10 特殊資料閲覧室・展示室設備 

  3 オーディオ・ビジュアル・メディア室設置      11. 

  3 マルチメディア・コーナー設置（蔵本分館） 

  3 夜間入退館管理システム導入（蔵本分館） 

  4  情報サービス課４係（情報サービス，学術情報，分館情報サービス，分館情 
報調査）を情報サービス課４係（情報サービス，学術情報，電子情報，分館 
情報サービス）に改組 

     12. 

  4 所蔵資料の遡及入力事業（１０年計画の１年次）開始 
  4 日曜開館実施 

  6 教官と大学院生を対象に図書館利用に関するアンケートを実施 

     13. 

  9 試験期２３時まで開館実施 

  1 コンソーシアム参加による電子ジャーナル利用開始 

  1  SciFinder Scholar の導入 

  5 学生証利用の入退館管理システム運用開始 

     14. 

11 英文版ホームページ開設 

  1 自己点検・評価報告書刊行 

  7 試験期間中の祝日開館実施 

     15. 

  7 日本薬学図書館協会脱会 

  2 本館に投書箱を設置      16. 

4 国立大学法人徳島大学の設置 
  2 メールマガジン 館報「すだち」創刊号発刊 
10 Web of Science 導入 

     17. 

11 附属図書館キャラクター募集・決定(本の虫「のほほんクン」，平成 20 年 11 月

まで使用)」 
  2 「附属図書館整備計画」策定 
  3 事務部制の廃止，学術情報係の廃止 

 4 学術研究国際部に所属，課名・係名変更 
4 午前 8 時 40 分開館開始，本館は午後 10 時まで開館 

分館は時間外特別利用を午前 0 時までとする 

     18. 

  7 AED（自動体外式除細動器）を本館に設置 
 4 情報部に所属，課名・係名変更なし      19. 

12 蜂須賀家家臣団家譜史料データベースの一般公開開始 

  5 AED 設置（蔵本分館） 
9 本館改修工事開始 

11 徳島県大学図書館協会ホームページを開設 

     20. 

12 学生によるブックハンティング実施 
  1 蔵本分館北側玄関改修（風除室設置）  21. 

  3 本館改修竣工 

6  自動入館システムの開始，通常開館時間の再開（本館） 

6  附属図書館本館リニューアルオープン記念式典，正式開館 

10  国立大学図書館協会中国四国地区協会実務者会議 
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11  徳島大学創立６０周年記念学術講演会「徳島城下町と洲本城下町」 

11  太陽光発電パネル設置竣工（本館） 

11  本館・分館の和装本資料の燻蒸，本館和装本資料室及び貴重資料室の燻煙処理 

22.     1  養護学校生の就業体験（本館） 

1  徳島大学機関リポジトリの実験運用開始 

3 蔵本分館エレベータ改修工事 

3 蔵本分館照明設備改修工事 



2. 歴代館長・分館長 
 
   〇附属図書館長 初代 松田  亮一（工学）  昭 27．5．23～  昭 29．5．22 

                    ２   市来崎 寿蔵（薬学）  昭 29．5．23～  昭 31．5．22 

                    ３   市来崎 寿蔵（薬学）  昭 31．5．23～  昭 33．3．31 

                    ４   沖野  舜二（学芸）  昭 33．4． 1～  昭 35．3．31 

                    ５   高島    律三（医学）  昭 35．4． 1～  昭 37．3．31 

                    ６   伊藤      努（工学）  昭 37．4． 1～  昭 38．7．17 

                    ７   田村   昇（薬学）  昭 38．7．18～  昭 40．7．17 

                    ８   宮城  文雄（教育）  昭 40．7．18～  昭 42．7．17 

                    ９   鈴木  幸夫（医学）  昭 42．7．18～  昭 44．7．17 

                  １０   鈴木  幸夫（医学）  昭 44．7．18～  昭 46．7．17 

         １１   丸山  隆玄（工学）  昭 46．7．18～  昭 48．7．17 

                  １２   丸山  隆玄（工学）  昭 48．7．18～  昭 49．4． 1 

                  １３   吉田  長之（医学）  昭 49．4． 2～  昭 51．4． 1 

                  １４   冨本  健輔（教養）  昭 51．4． 2～  昭 53．4． 1 

                 １５   松本  淳治（医学）  昭 53．4． 2～  昭 55．4． 1 

                  １６   竹治    貞夫（教育）  昭 55．4． 2～  昭 57．4． 1 

                  １７   小林      茂（薬学）  昭 57．4． 2～  昭 59．4． 1 

                  １８   浦川    和馬（工学）  昭 59．4． 2～  昭 60．4．18 

                  (取)  川田  十三夫（医学）  昭 60．4．18～  昭 60．7．31 

                  １９   川田 十三夫（医学）  昭 60．8． 1～  昭 62．7．31 

                  ２０   須鎗  和巳（教養）  昭 62．8． 1～  平元．7．31 

                  ２１   宮本  博司（医学）  平元．8． 1～  平 03．7．31 

                  ２２   後藤    健次（総合）  平 03．8． 1～  平0 5．7．31 

                  ２３   井上  秀夫（歯学）  平 05．8． 1～  平 07．7．31 

                  ２４   青山  吉隆（工学）  平 07．8． 1～  平 08．3．31 

                  ２５   河野   清（工学）  平 08．4． 1～  平 09．3．31 

                  ２６   寺田   弘（薬学）  平 09．4． 1～  平 11．3．31 

                  ２７   岩田      紀（総合）  平 11．4． 1～  平 13．3．31 

                  ２８   森田    雄介（医学）  平 13．4． 1～  平 15．3．31 

                  ２９   林        弘（工学）  平 15．4． 1～  平 17．3．31 

                  ３０   細井   和雄（歯学）  平 17. 4.  1～  平 19. 3. 31 

         ３１  石川  榮作（総合） 平 19. 4.  1～ 平 21. 3. 31 

         ３２  際田  弘志（薬学） 平 21. 4.  1～ 

 

  〇常三島分館長  初代  岸本   実（学芸）  昭 27．5．23～  昭 29．5．22 

                   ２   安村    二郎（工学） 昭 29．5．23～  昭 31．5．22 

                    ３   沖野    舜二（学芸）  昭 31．5．23～  昭 33．3．31 

                    ４   平形  照男（薬学） 昭 33．4． 1～  昭 35．3．31 

                    ５   久米    泰三（工学） 昭 35．4． 1～  昭 37．3．31 

                    ６   富野  敬邦（学芸） 昭 37．4． 1～  昭 39．3．31 

                    ７   杉野  捨三郎（工学） 昭 39．4． 1～  昭 41．3．31 

                    ８   幸泉    芳夫（教育） 昭 41．4． 1～  昭 43．3．31 

                                           昭和４３年３月３１日廃止（本館に包括） 
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〇蔵本分館長     初代  黒田 嘉一郎（医学） 昭 27．7．22～  昭 29．3．31 

                    ２   梶本  義衛（医学） 昭 29．4． 1～  昭 31．3．31 

                    ３   吉田    長之（医学） 昭 31．4． 1～  昭 33．3．31 

                    ４   新見 嘉兵衛（医学） 昭 33．4． 1～  昭 35．3．31 

                    ５   高島  律三（医学） 昭 35．4． 1～  昭 37．3．31 

                    ６   高島  律三（医学） 昭 37．4． 1～  昭 39．3．31 

                    ７   棚瀬 弥一郎（薬学） 昭 39．4． 1～  昭 41．3．31 

                    ８   鈴木  幸夫（医学） 昭 41．4． 1～  昭 42．7．17 

                    ９   四方  一郎（医学） 昭 42．7．18～  昭 45．3．31 

                  １０   小林   茂（薬学） 昭 45．4． 1～  昭 47．3．31 

         １１   山田  正興（医学） 昭 47．4． 1～  昭 49．3．31 

                  １２   川田   純（薬学） 昭 49．4． 1～  昭 51．3．31 

                  １３   松本  淳治（医学） 昭 51．4． 1～  昭 53．3．31 

                  １４   亀谷 富士夫（薬学） 昭 53．4． 1～  昭 55．3．31 

                  １５   檜澤  一夫（医学） 昭 55．4． 1～  昭 57．3．31 

                  １６   高田     充（歯学） 昭 57．4． 1～  昭 59．3．31 

                  １７   川田  十三夫（医学） 昭 59．4． 1～  昭 60．7．31 

                  １８   塚谷    博昭（薬学） 昭 60．8． 1～  昭 63．3．31 

                  １９   宮本  博司（医学） 昭 63．4． 1～  平元 ．7．31 

                  ２０  坂東   永一（歯学） 平元 ．8． 1～  平 03．3．31 

                  (取)   宮本  博司（医学） 平 03．4． 1～  平 03．7．31 

                  ２１   山下  卓哉（薬学）  平 03．8． 1～  平 05．7．31 

                  ２２   森田    雄介（医学）  平 05．8． 1～  平 07．7．31 

                  ２３   上村 修三郎（歯学）  平 07．8． 1～  平 09．7．31 

                  ２４   石村  和敬（医学）  平 09．8． 1～  平 11．7．31 

                  ２５   山内   卓（薬学）  平 11．8． 1～  平 13．7．31 

                  ２６   細井  和雄（歯学）  平 13．8． 1～  平 15．7．31 

                  ２７   泉      啓介（医学）  平 15．8． 1～  平 17. 7. 31 

                  ２８   樋口    富彦（薬学）  平 17. 8.  1～ 平 19. 7. 31 

         ２９  福井  義浩（医学） 平 19. 8.  1～ 平 21. 7. 31 

         ３０  福井  義浩（医学） 平 21. 8.  1～ 平 22. 3. 31 

         ３１  吉本  勝彦（歯学） 平 22. 4. 1～ 
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3. 組織機構 
 

平成 22 年 7 月 1 日現在 

総務係

図書情報係

雑誌情報係

分館資料情報係

利用支援係

電子情報係

分館利用支援係

学術情報マネジメント課長

 
役員会 

学長 
理事 

附属図書館長 

蔵本分館長 

事務局 

情報システム係

情報総括係
情報企画課長

情報部長 

 

 

     課長補佐
 

 

 

 

 

学術情報サービス課長 

  

                
専門職員

職 員 数 

有期雇用職員  

 
職  員 

契約 パート 
合 計 

本 館 

部 長 １   １ 

課 長 ２   ２ 

総務係 １  １ １ ３ 

図書情報係 ２  ４ ６ 

雑誌情報係 ２  １ ３ 

利用支援係 ２ １ ３ (6) ６ (6)  

電子情報係 （係長併任）  １ １ 

専門職員 １   １ 

小 計 １１ ２ １０ (6) ２３ (6) 

蔵本分館 

 分館資料情報係 ２  ３ ５ 

 分館利用支援係 ２  ３ (6) ５ (6) 

小 計 ４  ６ (6) １０ (6)  

合 計 １５ ２ １６(12) ３３(12) 

                         （ ）内は時間外開館要員：外数 
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4. 蔵書・施設・設備 
 
徳島大学附属図書館は常三島キャンパスの「本館」と蔵本キャンパスの「蔵本分館」の二つの図書

館で構成されており，それぞれのキャンパスに立地する学問分野に即したサービスを行っています。 
 

4.1. 蔵書 

年　　度 和 洋 全所蔵冊数 年　　度 和 洋 全所蔵冊数 年　　度 和 洋 全所蔵冊数

平成17年度 410,530 159,369 569,899 平成17年度 122,350 118,547 240,897 平成17年度 532,880 277,916 810,796

平成１8年度 411,751 158,556 570,307 平成18年度 116,973 117,846 234,819 平成18年度 528,724 276,402 805,126

平成１9年度 417,674 159,826 577,500 平成19年度 117,998 117,580 235,578 平成19年度 535,672 277,406 813,078

平成20年度 421,014 160,316 581,330 平成20年度 117,985 117,056 235,041 平成20年度 538,999 277,372 816,371

平成21年度 426,127 160,194 586,321 平成21年度 115,394 115,052 230,446 平成21年度 541,521 275,246 816,767

　　

年　　度 和 洋 計 年　　度 和 洋 計 年　　度 和 洋 計

平成17年度 6,881 3,490 10,371 平成17年度 3,107 3,056 6,163 平成17年度 9,988 6,546 16,534

平成18年度 7,030 3,503 10,533 平成18年度 3,127 3,067 6,194 平成18年度 10,157 6,570 16,727

平成19年度 7,156 3,520 10,676 平成19年度 3,158 3,091 6,249 平成19年度 10,314 6,611 16,925

平成20年度 7,297 3,529 10,826 平成20年度 3,178 3,103 6,281 平成20年度 10,475 6,632 17,107

平成21年度 7,335 3,536 10,871 平成21年度 3,190 3,107 6,297 平成21年度 10,525 6,643 17,168

（平成2１年度受入数　３，６８０種）（平成2１年度受入数　２，７１１種） （平成2１年度受入数　　９６９種）

本　　館（図書と製本雑誌冊数） 蔵本分館（図書と製本雑誌冊数） 合　計（図書と製本雑誌冊数）

（平成21年度受入数　６，２９６冊）  （平成21年度受入数　２，６８２冊）  （平成21年度受入数　８，９７８冊）

本　　館（雑誌種類数） 蔵本分館（雑誌種類数） 合　計（雑誌種類数）

（平成2１年度増加数　　　　４５種） （平成2１年度増加数　　　１６種） （平成2１年度増加数　　  　６１種）
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4.2. 施設・設備の概要 

◎面積 
区 分 本 館 蔵 本 分 館 合 計 

サービススペース 

 閲覧スペース 

 視聴覚スペース 

 そ の 他 

管理スペース 

 書   庫 

 事務スペース 

 そ の 他 

  １，８８１

    ２６１

    ６９４

  １，１６３

    ４２６

    ６８７

 
    ８９７ 

    １０６ 

     ８８ 

 
  １，２６６ 

    ３４６ 

 ４０４ 

（㎡）

  ２，７７８

    ３６７

    ７８２

  ２，４２９

    ７７２

    １，０９１

  合   計   ５，１１２   ３，１０７   ８，２１９

 
◎座席数 

区 分 本 館 蔵 本 分 館 合 計 
サービススペースエリア座席数 ６０７ ３５２ ９５９
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4.3. 本館 

2009(平成 21)年 6 月 29 日にリニューアル開館しました。総合科学部，工学部の学生教職員及び共

通教育課程の学生を主な対象としてサービスしています。 
 

【新着雑誌コーナー】 
学術雑誌の最新号が閲覧で

きます 

【カフェテリア】 
コミュニケーションエリアの象

徴です。自販機を２台設置して

います。 

【自動入館システム】 
利用証(学生証)のバーコード

を読み取り，開閉します。 

【マルチメディアコーナー】

２４台のＰＣが向かい合わ

せで設置されています。会話

しながら利用できます。 

 

 
 
 

 

１階北側に玄関があります。左右にスロープを配し，身障者用の駐車スペースも完備しました。

 

【１階中央書庫】 
洋雑誌のバックナンバーを配

置しています。普通の書架の 2
倍の収容能力があります。 

【グループ研究室】 
１階に２室用意しています。

予約が必要です。 

【ブラウジングコーナー】 
軽い読み物を揃え，すわり心

地の良い椅子を配置していま

す。視聴覚コーナーと一体化

して癒し空間となっていま

す。 

【視聴覚コーナー】 
４つのブースとグループで

視聴できる大型ディスプレ

イの２通りで楽しめます。

視聴覚資料は周りに配置さ

れています。 
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【研究個室】 
教員，大学院生が利用でき

ます。申し込みが必要です。 

【和装本資料室・ 
貴重資料室】 

和装本と貴重資料が所蔵

されている部屋です。 

【学習コーナー２】 
個人ブース感覚で利用できま

す。人気のエリアです。 

【２階東閲覧室】 
自然系図書を配置しています。机

は全て一新されています。 

 
 
 

 
 
 

 
【２階西閲覧室】 
社会系図書を配置して

います。 

【マイクロ資料室】 
マイクロフィルム等を

配置し，閲覧のための

リーダーがあります。 

【資料展示室】 

資料等の展示会を開催

します。 

【３階マルチメディアコーナー】  

26 台の PC を配置し，

スクリーンも備えてい

ます。 

【３階東閲覧室】 

人文系の図書を配置し

ています。机は全て一

新されています。 
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4.4. 蔵本分館 

医学，歯学，薬学及び生命科学分野の学生教職員向け資料を中心にサービスを提供しています。耐

震改修と共に学習の場としての再生を目指し，学内外に要望を提出しています。 
 

【ミーティングルーム】 

グループ学習室や混雑期の閲覧室

として利用できます。 

【玄関】 

北側の玄関です。 

【新聞コーナー】 

当日の新聞(5 種)が閲覧できます。 

  

 

積層書庫 

１ 階 

 

  

【書庫】 

雑誌のバックナンバーがタイトルのア

ルファベット(和雑誌はローマ字読み)

順に並んでいます。 

【玄関】 

東側の玄関です。 
【集密書庫】 

人文科学，社会科学などの分野の資料

や，他大学紀要，古い学術雑誌などを

配架しており自由に閲覧できます。 
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【雑誌閲覧室】 

新着学術雑誌を配架しています。奥

には個人閲覧机もあります。 

【マルチメディアコーナー】 

インターネットに接続されたパソコ

ンが利用できます。 

【視聴覚室】 

オーディオ･ビデオ資料やBS放送

などが視聴できます。グループ学

習にも利用できます。 

 
 
 
 

 

２ 階 

 
 

 

【自動貸出装置】 

図書の貸出や延長を自動で行いま

す。 

【休憩コーナー】 

当日の新聞(2 種)と月刊誌や週刊誌

を置いています。 

【図書閲覧室】 

生命科学系を中心とした学習用図書

や参考図書があります。 
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4.5. 学習環境とラーニングコモンズの展開 

本館改修のコンセプトは，学習環境の最適化，いわゆるラーニング･コモンズを核に，教育とコミュ

ニケーションの場としての再生でした。ラーニング･コモンズとは，学生の学習に必要なもの・サービ

スが集約されている学習環境のことです。 
 
◎本館の学習環境など 
 
９頁～１０頁の図で紹介しましたように， 
１階をコミュニケーションゾーン，２階をサイレントゾーンと明確に区分し，従来２階にあった玄

関を１階に移動し，すぐ脇にカフェテリアを配し，東翼にはＩＣＴ機器・グループ研究室・視聴覚コ

ーナー・ブラウジングコーナーを設け，グループでの学習・憩いの場を実現しました。 
２階は，自然系図書を配置した東閲覧室，個人ブースをイメージした学習机，社会科学系図書を配

置した西閲覧室，そして研究個室５室を設け，静かな環境を提供しています。また，本学の貴重資料(伊
能図・蜂須賀藩家臣成立書并系図等)を最適な環境で保存する貴重資料室・和装本資料室を完備しまし

た。このうち,個人ブースは非常に稼働率が高く，満席状態です。 
３階は，落ち着いて学習できる人文系図書を配置した東閲覧室には研究個室を３室設けています。

そして，雑誌などのボリュームのある資料を保管する積層書庫(２層)。マルチメディアコーナーには

１階同様，スクリーン・プロジェクターを設置して講習会などにも利用できるよう配慮しました。多

目的ホールでは，講演会その他の催し，会議など多様なニーズに応えられるよう最新の視聴覚機器も

備えています。さらに資料展示室は本学の貴重資料を自館内で展示できる初めてのスペースとなりま

す。多目的ホールの講演会とリンクした展示も実施しています。 
 
◎本館の人的サービス 
 
平成２２年度は，学内他部局の教育改革に対応して，教員やＴＡによる教育支援の場として，上記

スペースが有効活用されるよう調整し，名実ともにラーニングコモンズが起動することを目指してい

ます。 
 
◎蔵本分館の現状 
 
蔵本分館南棟は築後３１年，北棟は４８年が経つことから雨漏り等施設の老朽化を改善し，耐震工

事が必要です。学生等利用者アンケート結果から，要望の多い個人学習・グループ学習などの環境整

備と，動線の改善が求められています。 
具体的には，以下の事項を館内ワーキンググループで検討しています。 
 ・１階に入館・退館ゲートを移動して，身障者などへの配慮を行う。 
 ・１階に資料・書架・ＰＣを移動・増設し，閲覧・マルチメディア・アメニティ・人的交流スペ

ースを拡大・新設する。 
 ・２階に協調学習のためのグループ学習室や個人学習用の個人机等を増設する。 
 ・積層書架の収容能力を向上させるため，集密書架を導入する。 
 
◎蔵本分館のラーニングコモンズ 
 
蔵本分館では，２階のマルチメディアコーナーで文献検索講習会等を実施していますが，スペース・

ＰＣの台数とも不足しています。 
上記の改修が実現すれば，少人数での講習会や教員との協働によるラーニングコモンズとしての活

動が可能になります。 
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5. コレクション 
 

5.1. 貴重資料 

徳島大学附属図書館には，江戸時代に阿波(徳島県)と淡路(兵庫県淡路島)の両国を支配していた徳島

藩及び蜂須賀家ゆかりの史料が収蔵されています。 
これらは近世における地域史や藩政史の研究資料として学外からの利用も多いため，マイクロフィ

ルムや複製資料の作成に加え，後述(→6.3)するような電子化にも取り組んでいます。 
 

◎蜂須賀家家臣成立書并系図 

徳島藩士各家が代々の家督相続者について，召出・相続・隠居・死亡の期日，禄高，役職及び系図・

家紋などを書き上げ藩庁に提出したものです。天保 5(1834)年に作成され，その後文久元(1861)年に

書き継いだものが大部分ですが，一部寛政年間や明治期に書かれたものもあります。 
提出者は家老などの重臣から無足人と呼ばれる下級家臣までのすべてに渡りますが，重臣の家譜に

あたるものは現在も蜂須賀家が所蔵し，最下級の家臣についての部分は国文学研究資料館に収蔵され

ています。徳島大学で所蔵しているのは最上級と最下級を除く，いわば家臣団の中核にあたる 1,802
家の家譜であり，近世における国持大名家臣の様相について多様な情報を有する貴重な資料です。 

収蔵時は各家譜ばらばらの状態でしたが，収蔵後に裏打ちや和装を施すなど長期保存のための処置

を行い，249 冊に分け整理，保存しています。 
 

 

蜂須賀家家臣成立書并系図 
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◎近世古地図・絵図コレクション 

徳島大学附属図書館には，200 点を越える絵図・古地図類が貴重資料として所蔵されており，いず

れも学術・文化的価値が高い史料です。そのおもな内訳は「徳島」55 点，「全国」20 点，「諸国」49
点，「江戸」44 点，「京都」16 点，「世界」17 点となっています。これらの古地図の中には，蜂須賀

家旧蔵の大集書であった「阿波国文庫」の印影が押されているものもあります。 
このうち「徳島」の中には，阿波国・淡路国の国絵図(5 鋪)をはじめ，徳島や洲本の城下絵図，近世

後期の実測分間絵図(郡図・村図)，川絵図や村絵図などが含まれています。 
国絵図とは，慶長 10(1606)年，正保元(1644)年，元禄 10(1697)年及び天保 6(1835)年に幕府が各大

名に命じて調進させたもので，寛永年間(1624～1644 年)にも幕府巡見使を通じて献上されたといわれ

ています。これら幕府に提出されたもののうち，幕府が直接作成した天保国絵図を除いては多くが失

われていますが，諸藩が所有した控図や下図が今日に伝えられています。 
また，「全国」の古地図の中には，伊能勘解由(忠敬)が作成した「沿海地図」(東日本 3 鋪；1804 年)

や「大日本沿海図稿」(西日本 4 鋪；年不詳)，慶応 3(1867)年に幕府開成所から発行された「官板実測

日本地図」(東日本 4 鋪)，諸国別の国絵図略図などが含まれています。 
 

阿波国大絵図 

御城下絵図 

沿海地図 上 

 

万国地理細図 
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5.2. 個人文庫 
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◎泉山文庫 ◎布川文庫 

 

本館所蔵。2,750 点。 
郷土史家・島田麻寿吉氏(1874～1947，泉山

は同氏の号)旧蔵の郷土資料及び和漢書。 

 
蔵本分館所蔵。190 点。 
徳島県阿波市土成町布川清二郎氏旧蔵の江戸

時代天和期から寛政期に及ぶ医学書。 

 
 

5.3. 郷土資料 

◎徳島県内関係資料 

本館所蔵，約 3,630 冊。 
徳島県及び徳島県を含む四国についての印刷

体資料のコレクション。 

 

 

5.4. 大型コレクション 

◎Industrial Relations and Labor 
Management. 1942-1978  
(労働関係等学位論文集) 

◎府県統計書集成(明治・大正・昭和戦前) 

 
昭和 59(1984)年度本館収蔵。 
マイクロフィルム 1,140 巻。 
各都道府県の土地・人口・農業・産業教育等

に関する統計の集大成 

 

 

昭和 61(1986)年度本館収蔵。776 冊。 
米国の労働関係の学位論文リプリント集 

 



◎The Wall Street Journal &Index : Silver 
Format Eastern Ed. [1889-1987] Index 
[1955-1985] 

◎静嘉堂文庫所蔵古辞書集成 

 

 

平成 5(1993)年度本館収蔵。マイクロフィル

ム 178 巻 (原本 361 点 2,137 冊)。 
昭和 63(1988)年度本館収蔵。 平安から明治初期の古辞書，考証・研究書の

集大成。 マイクロフィルム 539 巻，冊子 31 点 33 冊，

索引。  

◎Landolt-Börnstein Numerical data 
functional relationships in science & 
technology  
(ランドルト=ベルンシュタイン数値表) 

米国の著名な経済紙のバックナンバーコレク

ション。世界経済を研究するための重要文献。 

 

◎空中写真 四国東部地域 

(建設省国土地理院) 

 
 平成 7(1995)年度本館収蔵。59 冊。 

平成 3(1991)年度本館収蔵。約 5,700 枚。 物理・化学・天文・地球物理・工学にわたる

広範囲な物理定数表。 撮影年度昭和 49～53 年。 

 撮影縮尺 8 千分の 1～1 万 5 千分の 1。 
◎Galen:Omnia quae extant opera.Llvos 
in7.1550-51 (ガレノス全集) 

地形・建造物の立体視が可能であり地形・地

質等の基礎資料で地理学・経済学等の広範な利

用が可能。 

 

 
 

平成 11(1999)年度蔵本分館収蔵。全 7 巻。 
1550～1551 年にヴェネチアで刊行。 
古代ギリシアの医学者ガレノスの業績集大成。 
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6. 電子図書館サービス 

 
徳島大学附属図書館では，データベースや電子ジャーナルなどネットワークで提供される学術情報

の導入を積極的に推進しています。また，貴重資料の電子化やポータル機能の整備にも取り組んでい

ます。 

 

6.1. データベース 

学内のネットワークから利用できるデータベースを各種取り揃えています。 

 
○ 総合・一般 

 CiNii (国立情報学研究所(NII)による総合学術データベース) 
 JapanKnowledge+N (国内有力出版・新聞社の辞書・事典で構築された知識ポータルサイト) 
 聞蔵 II ビジュアル (朝日新聞，AERA，週刊朝日の記事データベース) 
 日経 BP 記事検索サービス (日経 BP 社刊行約 50 誌のバックナンバー記事データベース) 

○ 自然科学・医学系 
 Web of Science : Science Citation Index Expanded (学術文献・引用索引データベース) 
 SciFinder (世界最大の化学的情報データベース) 
 化学書資料館 (日本最大の化学知識サイト) 
 PubMed (米国国立医学図書館による医学及び関連領域文献データベース) 
 UpToDate(臨床医のための診断・治療指針についての医学情報データベース) 
 医中誌 Web (日本国内の医学及び関連領域文献データベース) 
 メディカルオンライン (日本国内の医学及び関連領域の文献検索・全文提供データベース) 
 MathSciNet (米国数学会(AMS)による数学及び応用領域文献データベース) 

○ 人文・社会科学系 
 官報情報検索サービス(日本国憲法施行日以降の官報の検索ができるデータベース) 
 ERIC (米国教育省と国立教育学図書館による教育学基本データベース) 
 D1-Law.com (第一法規による法情報総合データベース) 

○ その他 
 INIS Online Database (国際原子力機関(IAEA)収集の原子力文献情報データベース) 
 JCR Science Edition (学術誌及び掲載論文の利用度・価値評価のためのデータベース) 

 

 
Web of Science 

CiNii 

SciFinder 
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6.2. 電子ジャーナル 

電子ジャーナルとは，インターネット経由

で本文の読める雑誌のことで，印刷媒体の雑

誌よりも早く読む事ができます。 
徳島大学では主要な出版社系電子ジャーナ

ルパッケージとして，ScienceDirect，Wiley 
Blackwell，SpringerLink，ACS (American 
Chemical Society)，Nature Journals 等を導

入しています。これらパッケージの収録誌は

電子ジャーナル管理ソフト SwetsWise 
Linker により，出版社等に関係なく誌名順リ

ストから探すことができ，無料電子ジャーナ

ルも含め約 11,700 タイトルの電子ジャーナ

ルを利用することができます。 
また，SwetsWise Linker には「リンクリ

ゾルバ」と呼ばれる機能があり，これにより

データベースの書誌情報から電子ジャーナル

のフルテキストや図書館の冊子体所蔵情報を

直接参照することができます。 

 

電子ジャーナル誌名順リスト 

 
 

【リンクリゾルバによるデータベース書誌から電子ジャーナルフルテキストへのアクセス(イメージ)】 

データベース書誌情報 → リンクリゾルバ中間窓 → 電子ジャーナルフルテキスト 

 

   

 

 

 

※リンクリゾルバがない場合は電子ジャーナルサイトで検索をやり直す必要がある 
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6.3. 貴重資料のデジタル化 

前述記事(→5.1)で紹介した貴重資料「蜂須賀家家臣成立書并系図」及び「近世古地図・絵図コレク

ション」は，研究資料として広く内外の利用に供されるべきものですが，同時に後世のため良好な状

態で保存される必要があります。この二つの課題を両立させる手段の一つとして，徳島大学附属図書

館では貴重資料をデジタル化し公開しています。 

 

◎蜂須賀家家臣団家譜史料データベース 

平成 17 年度科学研究費補助金(研究成果公開促

進費)により「蜂須賀家家臣成立書并系図」を画像

データベース化し，平成 19(2007)年に公開を開始

しました。 
データベースには表紙等も含めた資料全文の画

像約 25,800 枚が家名や個人名のインデックスを

付して収録されており，インターネット上から検

索，閲覧することができます。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

◎近世古地図・絵図コレクション高精細デジタルアーカイブ 

平成 10～11 年度科学研究費補助金(研究成果公開促進費)により「近世古地図・絵図コレクション」

のうち主要なものを高精細デジタルアーカイブ化し，平成 11(1999)年に公開を開始しました。 
インターネット上から簡略画像のほか，一部については拡大表示することができます。平成 21 年

度には，伊能中図７枚全てが可能となりました。 
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6.4. 徳島大学機関リポジトリ 

◎概念図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 

 
平成２１年度学長裁量経費の配分をいただき，年度内に試験稼動を始めました。 
今後，以下のようなスケジュールで進める予定です。 
 
◎今後のスケジュール大綱 
2010 年度 ：本運用開始。 

著作権をクリアした各学部の紀要類，学位論文について，機関リポジトリで順次公開

を順次行う。ＥＤＢとのデータ連携を行う。 
2011 年度～：上記に加え，著作権をクリアした学術出版社論文の公開を順次行う。 
 
◎今年度のスケジュール 
(1)  学位論文等搭載のための運用指針，著作権処理手続き(許諾書様式)等案の運営委員会での審

議・承認 
(2)  紀要論文については，各学部出版担当部署への依頼 
(3)  学位論文については，学内大学院各研究科への公募 
(4)  徳島大学機関リポジトリへの搭載 
(5)  その他，国立国会図書館の学位論文電子化への対応 
 
○ 2010/05/17 現在の登録件数：５５３件(紀要論文) 
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7. 広報 

 

7.1. 附属図書館ホームページ 

http://www.lib.tokushima-u.ac.jp/ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

蔵本分館ホームページ 

本館ホームページ 

徳島大学附属図書館ホームページでは，図書館の最新情報，利用案内，各種手続案内，講習会案内

等の情報のほか，前述した電子図書館サービス(電子ジャーナル，データベース，貴重資料)へのポー

タルサービスを提供しています。 
ポータルとは「入口」「玄関口」の意味で，様々な情報やサービスを利用者の視点に立ってワンスト

ップで利用できるようにするサービスです。電子図書館のほか「学生ポータル」「教員ポータル」「貴

重資料ポータル」等を用意して，インターネット上で情報を発信しています。 

 

 

学生ポータル 

利用案内 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

貴重資料ポータル 
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7.2. メールマガジン「すだち」 

徳島大学附属図書館では昭和 39(1964)年から図書館報「すだち」を刊行してきましたが，速報性や

配布部数といった紙媒体の限界を超えることを目的として，全国に先駆け平成 17(2005)年 2 月からメ

ールマガジンに完全移行しました。 
パーソナルコンピュータ版と携帯端末版があり，徳島大学の学生教職員に限らずどなたでも無料で

読むことができます。配信登録は附属図書館ホームページの専用フォームで簡単にできるほか，バッ

クナンバーも読むことができます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

7.3. 概要及び年次報告書 

附属図書館について学内外の利用者に紹介する「図書館概要」(本冊子)と前年度に行った事業や業

績を報告する「年次報告書」を毎年刊行しています。これらは冊子体で配布されるほか，電子化した

ものを附属図書館ホームページ上で読むことができます。 
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7.4. オープンキャンパス 

附属図書館では，毎年，大学のオープンキャンパス開催期間にあわせて，訪れた皆様の見学案内を

行っています。 
平成 21 年度は，8 月 4 日から 8 月 8 日まで各学部でオープンキャンパスが開催されました。好天

に恵まれ，多数の高校生，保護者が両キャンパスを見学されました。 
本館では，総合科学部(8/8)，工学部(8/4)に来られた方のうち合計 277 名の来館がありました。 
分館では，医学部(8/6-8/7)，歯学部(8/5)，薬学部(8/4)に来られた方のうち合計 265 名の来館があり

ました。 

 

 
本 館 蔵本分館 

 
今回，本館については，改修に合わせたアンケートにお答えいただきました。 
アンケート回収数は 210 枚でした。概ね，好意的な回答をいただきました。 

 

  
 
● カフェテリアが圧倒的

な人気でした。 

 

● 小説など親しみやすい

図書を配した１階閲覧

室も好評でした。 

 

● その他，大学図書館に

期待する事は，静かな

学習環境と，ＰＣ，豊

富な蔵書がベスト３で

した。 
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8. 講演会等 

 

8.1. 学術講演会 

 

徳島大学附属図書館では平成 3(1991)年度から学術講演会を開催しています。平成 16(2004)年度ま

では図書館関係者向けの専門的なテーマが主でしたが，平成 17(2005)年度からは学生を始め広く一般

市民の方も参加いただけるよう，より広いテーマを取り上げるようになりました。 

 

 第２１回学術講演会 「徳島城下町と洲本城下町」 

 日時：平成 21 年 11 月 6 日(金) 13 時 30 分～15 時 00 分 

 講師：平井 松午 

 (徳島大学大学院ソシオ・アーツ・アンド・サイエンス研究部 教授) 

 内容：阿波と洲本の御城下絵図をもとに城下町の成立過程として城の大手門から縦に伸

びた道沿いに民家が作られたタテ町と城の横を通る街道沿いに民家が形成され

たヨコ町があり，当初，タテ町作りであった徳島城下に洲本城下で試みたヨコ町

の手法が取り入れられていった様子がうかがえるとの講演になりました。会場は

本学附属図書館本館３階多目的ホールで開催されました。 

 参加：約 50 名 

 

 

 

 
展示解説の様子 ポスター 

 

講演会のひとコマ 
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8.2. 展示会等 

 
◎ 展示会 

附属図書館では，附属図書館所蔵資料を中心とした展示会を随時開催しています。特に，平成２

１（２００９）年度にリニューアルオープンした本館の３階資料展示室では，貴重資料である絵図・

古地図の展示会を下記のとおり開催し，今後もテーマを変えて開催する予定です。 

  
平成２１年度第１回展示会 

徳島大学附属図書館改修記念 「伊能図展」 －伊能忠敬が歩いた西日本－ 
平成２１年度第２回展示会 

「続・伊能図展」 －伊能忠敬が歩いた東日本－ 
平成２１年度第３回展示会 

「阿波と淡路の御城下絵図」 
平成２２年度第１回展示会 

「近世阿波の村絵図展 －那賀郡・海部郡の川絵図と村絵図－」 

 
◎絵画の設置 
本館の各閲覧室の柱や壁に大小数十点の絵画が飾られています。本学学生・教職員及び卒業生が製

作した絵画，版画で，本学美術教員の企画協力により設置しています。学習，読書の合間に鑑賞でき

るように，図書館の建物構造，書架や机の配置，人の動線など各階・各室の雰囲気を考慮しながら，

絵画を設置しています。 

 
◎プチ・展示 
図書館所蔵資料を紹介するコーナーを，本館玄関ホールなどで，随時開催しています。平成２１年

度は，「近代文学の復刻版」，「太陽光発電」，「地図と街道」，「徳島大学生協コメントキング大賞」，「絵

本特集」のテーマで開催しました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「続・伊能図展」ポスター 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「近世阿波の村絵図展」ポスター 
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8.3. 知的感動ライブラリー 

平成 19(2007)年度から「知的感動ライブラリー」と称し，学生，教職員，一般市民，生徒等が共に

芸術作品に接し或いは読書する歓びを分かち合いながら読書習慣並びに情操教育を推進することを目

的として，石川前館長を講師として毎月１回映画・オペラ鑑賞会や読書会等を開催しています。 
また，開催案内を兼ねてメールマガジン「すだち」に連載記事を掲載しています。 
なお，映画・ビデオ等の上映会は事前に著作権者等の許諾を得たうえで開催しており，許諾を得ら

れない場合は視聴覚コーナーでの個人鑑賞とメールマガジンまたは原作読書会での解説により実施し

ています。 

 
 

第 33 回 1 月(※メールマガジン上での解説) 第 28 回 8 月(※メールマガジン上での解説) 
さだまさし原作の映画『眉山』(図書館所蔵 DVD
を個人鑑賞) 

 
第 29 回 9 月(※メールマガジン上での解説) 
映画『村の写真集』(図書館所蔵 DVD を個人鑑

賞) 

 
第 30 回 10 月(※メールマガジン上での解説) 
フリッツ・ラング監督の映画『ジークフリート』

(図書館所蔵 DVD を個人鑑賞) 

 
第 31 回 11 月(※メールマガジン上での解説) 
フリッツ・ラング監督の映画『クリームヒルト

の復讐』(図書館所蔵 DVD を個人鑑賞) 

 
第 32 回 12 月(※メールマガジン上での解説) 
ウーリー・エデル監督の映画『ニーベルングの

指環』(図書館所蔵 DVD を個人鑑賞) 

 
 

 

ディズニー映画『眠れる森の美女』(図書館所蔵

DVD を個人鑑賞) 

 
第 34 回 2 月(※メールマガジン上での解説) 
黒澤明監督『用心棒』(図書館所蔵 DVD を個人

鑑賞) 

 
第 35 回 3 月(※メールマガジン上での解説) 
黒澤明監督『まあだだよ』(図書館所蔵 DVD を

個人鑑賞) 

 
第 36 回 4 月 27 日(火) 
NHK 土曜ドラマ『遥かなる絆』鑑賞会(第 1 回

および第 2 回放送分)[多目的ホール] 

 
第 37 回 5 月 27 日(木) 
NHK 土曜ドラマ『遥かなる絆』鑑賞会(第 3 回

および第 4 回放送分)[多目的ホール] 

 
※許諾を得られなかったため上映会形式を取ら

なかった。 
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9. 地域社会及び学外機関との連携・協力 

 

9.1. 一般市民への図書館公開 

徳島大学附属図書館では昭和 63(1988)年度から貸出を含めた一般の方への利用サービスを開始し

ました。平成 10(1998)年度から利用申請手続を簡素化し，申込み当日から利用できるようになってい

す。なお，貸出日数及び冊数は下表のとおりです。 ま
 

 冊数 期間 

本  館 5 冊 

蔵本分館 3 冊 
14 日間 

 
その他利用について詳しくはホームページの案内をご覧になるかカウンターでお訊ねください。 
また，最近 2 年間の学外の方の利用状況は下表のとおりです。 

 
 年度 本館 分館 計 

21 927 人 916 人 1,843 人 
登録者数 

20 763 人 1,006 人 1,769 人 

21 13,838 人 11,850 人 25,688 人 
入館者数 

20 11,111 人 12,008 人 23,119 人 

21 1,642 人 955 人 2,597 人 
貸出人数 

20 794 人 705 人 1,499 人 

21 4,149 冊 2,080 冊 6,229 冊 
貸出冊数 

20 2,026 冊 1,465 冊 3,491 冊 

 

9.2. 県内図書館との連携 

◎徳島県立図書館の統合情報検索 

http://svdmzlcs01.tokushima-ec.ed.jp/ilisone/ 

(徳島大学附属図書館のホームページからもリンクしています) 
徳島県立図書館が運用する統合情報検索サービスに参画しています。このサービスにより，徳島県

立図書館，徳島県内の主要市・町立図書館，徳島大

学附属図書館の他，国立国会図書館，NII(国立情報

学研究所)の Webcat に参加する全国の大学図書館・

公共図書館の蔵書を横断検索することができます。 

徳島県大学図書館協会ホームページ 
http://www.lib.tokushima-u.ac.jp 

/TPALA/index.html 

なお，徳島県立図書館には徳島大学附属図書館の

利用案内を送付し，利用者に配布しています。 

 

◎徳島県大学図書館協会 
徳島県大学図書館協会は，県内の大学等図書館の

連携を緊密化することにより図書館の発展を期すこ

とを目的として 1983(昭和 58)年に設立され，徳島大

学，鳴門教育大学，徳島文理大学，四国大学，徳島

工業短期大学，及び阿南工業高等専門学校の各図書

館が加盟し活動を行っています。 
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9.3. 大学図書館の協会・協議会 

徳島大学附属図書館は，前述した徳島県大学図書館協会のほか，中四国地方や全国の各種大学図書

館関係団体に加盟し連携活動を行っています。 

 

◎国立大学図書館協会 

全国の国立大学，放送大学及び大学共同利用機関の計 91 図書館を会員とする組織で，図書館機能

の向上を支援するとともに学術情報流通基盤の発展に貢献し，もって大学の使命達成に寄与すること

を目的としています。大学図書館の機能向上に関し必要な調査研究，学術情報資源の共同整備と相互

利用の促進，大学図書館職員の資質向上のための事業，及び学術情報流通に関する国内外の団体との

連携・協力等の事業を行っています。 

国立大学図書館協会ホームページ 

http://wwwsoc.nii.ac.jp/janul/ 

国立大学図書館協会中国四国地区協会ホームページ 

http://simone.lib.okayama-u.ac.jp/ 

 

◎国立大学図書館協会中国四国地区協会 

中国四国地方 9 県の国立 10 大学の図書館を会員とする組織で，国立大学図書館協会の地域組織と

して他地区協会等と連携するほか，独自の事業グループ等を形成し，より地域に密着した課題や活動

に取り組んでいます。 

 

 

中国四国地区大学図書館協議会ホームページ 

http://simone2.lib.okayama-u.ac.jp/

◎中国四国地区大学図書館協議会 

中国四国地方 9 県の 62 大学の図書館を会員とする組織で，

国立・公立・私立の枠を超えて大学図書館の共通問題を検討

討議し，その健全な発展を期することを目的としています。

「中国四国地区大学図書館協議会総会」を毎年 4 月に各県の

輪番で開催しており，平成 22(2010)年度は徳島大学を当番館

として開催されました。 

 

 
日本医学図書館協会ホームページ 

http://wwwsoc.nii.ac.jp/jmla/

◎日本医学図書館協会 

医・歯・保健・生命科学領域の学部等を持つ大学や病院等

医療機関の図書館及び個人を会員とする組織で，図書館事業

の振興等により保健・医療その他関連領域の進歩発展に寄与

ることを目的としています。 す
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10. 所在地・アクセス 

 

10.1. 所在地と交通アクセス 

 

 

◎本館 

〒770-8507 徳島市南常三島町 2 丁目 1 番地（徳島大学常三島キャンパス内） 
【徳島空港から】 

 徳島駅行リムジンバスに乗車，「徳島大学前」下車，徒歩約 5 分。 
【JR 徳島駅から】 

 徳島市営バス「島田石橋」行，「商業高校」行，「循環線(左回り)」等に乗車， 
「助任橋」又は「徳島大学前」下車，徒歩約 5 分。 

 

◎蔵本分館 

〒770-8508 徳島市蔵本町 3 丁目 18 番地の 15（徳島大学蔵本キャンパス内） 
【徳島空港から】 

 徳島駅行リムジンバスに乗車，「徳島駅」下車，バスまたは JR 乗換え。 
【JR 徳島駅から】 

 徳島市営バス「上鮎喰」行，「地蔵院」行，「名東」行，「循環線(右回り)」等に乗車，

「蔵本中央病院前大学病院前」又は「医学部前」下車，徒歩約 5 分。 
 JR 徳島線(よしの川ブルーライン)阿波池田方面行(下り)に乗車，「蔵本駅」下車，

徒歩約 10 分。 

 
※ 徳島駅から常三島・蔵本各キャンパスへのバス路線について詳しくは，徳島駅前バス乗り場の案

内所でお訊きください。また，下記のサイトでも調べることがきます。 
 とくしまバス Navi http://www.tokushima-tdm.jp/bus/pc/ 

 徳島市交通局  http://www.city.tokushima.tokushima.jp/bus/ 
 徳島バス  http://www.tokubus.co.jp/ 
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10.2. キャンパスマップ 

 

◎常三島キャンパス 

 

 
 
 

            附属図書館本館
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◎蔵本キャンパス 
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 附属図書館蔵本分館
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